
＜定義＞

【20】脳梗塞ADL改善度

＜コメント＞

（分⺟）急性脳梗塞の⽣存退院患者数
（分⼦）分⺟対象の患者における「退院時ＢＩ合計点数　－　⼊院時ＢＩ合計点数」

　当院は急性期病院で脳梗塞患者の平均在院日数が20日前後(※1)と短い点を考慮すると、BarthalIndex(BI)の⼤きな改善率が得られる症例
（たとえば、t-PA 静注療法を⾏って、神経症状の改善 が得られた症例）を除いては難しい部分があると思われます。
　そのような状況下においても、2020年度までは調査参加病院の中央値を上回っていました。医師、看護師、リハビリテーションスタッフが急性期から早
期離床を目標に連携して脳梗塞患者の治療やケアに当たっている結果と考えます。2021年度からは減少していましたが、2023年度は回復しています。

(※1)当院ホームページの「DPCデータに基づく病院情報の公表」参照
BarthalIndex(BI)︓要介護者・病気や障がいを持つ⽅の、日常⽣活動作を評価するための尺度の1つ
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